
 

1 

公益財団法人永井科学技術財団 

 

令 和 ６ 年 度 事 業 報 告 

(令和６年４月１日～令和７年３月３１日) 

 

公益財団法人永井科学技術財団の令和６年度(令和６年４月１日～令和７年３月３１日)に

おける理事長の業務執行および事業内容について、以下のとおり報告いたします。 

 

１．「令和５年度事業報告・決算報告」に関する事項 

  理事長は、令和５年度（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで）の事業報告、 

収支計算書、貸借対照表、正味財産増減計算書、同内訳表、財務諸表に対する注記およ

び令和６年３月３１日現在財産目録の各案を作成し同５月２１日に監事の監査・承認を

受け、同日付で監査報告書を受領した。 

なお、本内容は５月の理事会および６月の評議員会に付議された。 

 

２．「理事会」に関する事項 

理事長は、定款第３９条第２項に則り令和６年５月１０日付にて各理事に対して下記の

決議事項を提案し、令和６年５月２０日までに理事全員から原案に対する同意書が提出

されたため、提案議案は原案どおり承認可決された。なお、理事長は令和６年５月２７

日付で理事会議事録を作成した。 

 決議事項 

  令和６・７年度 永井科学技術財団 選考委員選任の件 

令和６年３月末日をもって選考委員１０名全員が任期(２年)満了となり、改めて選考委

員１０名の選任にあたり、重任８名、新任２名、退任２名を承認 

 

３．「理事会」に関する事項 

理事長は、定款第３９条第２項に則り令和６年５月２４日付にて各理事に対して下記の

第１号から第３号の決議事項を提案し、令和６年６月５日までに理事全員から原案に対

する同意書が提出されたため、提案全議案は原案どおり承認可決された。なお、理事長

は令和６年６月６日付で理事会議事録を作成した。 

決議事項 

第１号議案 令和５年度事業報告の承認（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

第２号議案 令和５年度決算報告の承認（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

第３号議案 令和６年度定時評議員会招集の件 

      ・報告事項  令和５年度事業報告 

      ・決議事項  （１）令和５年度決算報告の承認 

（２）令和６～７年度理事・監事の選任 

（３）令和６～９年度評議員の選任 

 

４．「定時評議員会」に関する事項 

理事長は、令和６年年６月６日の理事会決議事項の承認をもって同日付にて定時評議員

会を招集した。これにより、令和６年６月２０日に定時評議員会が名古屋市東区東桜１

丁目１４番２５号のホテルオークラレストラン名古屋（Ｗｅｂ会議同時開催）にて開催

され、評議員８名、監事２名が出席のもと下記報告事項および第１～３号の決議事項に

ついて審議された。結果、提出された報告事項および各決議事項は原案どおり承認可決
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され、同日付で定時評議員会議事録を作成した。 

報告事項 

 令和５年度事業報告の件 (令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで)  

決議事項 

第１号議案 令和５年度決算報告の承認（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

第２号議案   令和６～７年度理事・監事の改選 

本定時評議員会の終結をもって理事、監事の全員が任期満了となり、改めて理事９

名、監事２名の重任と退任１名の承認 

第３号議案   令和６～９年度評議員の改選 

本定時評議員会の終結をもって評議員の全員が任期満了となり、改めて評議員１２

名の重任、新任１名と退任２名の承認 

 

５．「理事会」に関する事項 

理事長は、定款第３９条第２項に則り令和６年６月２０日付にて各理事に対して下記の

決議事項を提案し、令和６年７月１日までに理事全員から原案に対する同意書が提出さ

れたため、提案議案は原案どおり承認可決された。なお、理事長は同日付で理事会議事

録を作成した。 

 決議事項 

  当財団理事の永井 淳を理事長に選定する 

 

６．「役員の変更登記」に関する事項 

令和６年６月２０日付の定時評議員会決議に基づき役員変更登記を令和６年８月９日

に完了した。併せて、役員名簿を当財団ウェブサイトに掲載した。 

 

７．「令和６年度前期助成事業」に関する事項 

前期助成金の公募を令和６年４月１日～５月１０日の期間で実施した。当財団ウェブサ

イトで募集要項を公開し、以下の申請を受け付けた。 

（１）国際交流助成金            ３件 

（２）大学院生海外研修助成金        ２件 

（３）大学院生国際会議発表支援助成金   １４件 

（４）大学院生論文投稿助成金        １件 

（５）科学技術育成教育助成金        ４件 

（６）企業化支援助成金           １件 

（７）モノづくり実践支援助成金       ２件 

 

８.「選考委員会による審査および審議結果」に関する事項 

  前項における令和６年度前期助成事業の応募申請に対し、各選考委員が令和６年５月２

３日から６月１０日まで書類審査を行った。その結果から大槻選考委員長が採択候補案

を作成して選考委員に提案し、書面決議による同意書が６月２０日まで選考委員全員か

ら提出されたため、以下が採択され理事会に付議することが決定した。 

（１）国際交流助成金            ３件 

（２）大学院生海外研修助成金        ２件 

（３）大学院生国際会議発表支援助成金   １１件 

（４）大学院生論文投稿助成金        １件 
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（５）科学技術育成教育助成金        ４件 

（６）企業化支援助成金           １件 

（７）モノづくり実践支援助成金       １件 

 

９．「理事会」に関する事項 

理事長は前項の選考委員会の決定を受け、定款第３９第２項、３項に則り令和６年６月

２５日付で各理事に対して下記の報告及び決議事項を提案し、令和６年７月１日までに

理事全員から原案に対する同意書が提出されたため、報告及び提案議案は原案どおり承

認可決された。なお、理事長は同日付で理事会議事録を作成した。 

報告事項 

令和６年度前期募集・審査結果の件 

 決議事項 

令和６年度前期採択者への助成金交付承認の件 〔助成金額 総額９７０万円〕 

（１）国際交流助成金            ３件 １５０万円 

（２）大学院生海外研修助成金        ２件 １００万円 

（３）大学院生国際会議発表支援助成金   １１件 ４４０万円 

（４）大学院生論文投稿助成金        １件  ５０万円 

（５）科学技術育成教育助成金        ４件 １６０万円 

（６）企業化支援助成金           １件  ５０万円 

（７）モノづくり実践支援助成金       １件  ２０万円 

 

１０．「令和６年度前期助成金交付」に関する事項 

前項決議に基づき、各助成先に対して交付決定通知を行うとともに交付申込書の提出を

求め、助成金を交付した。 

 

１１．「理事会」に関する事項 

  理事長は、令和６年９月２日付にて理事会を招集した。これにより、令和６年１０月

２９日に名古屋市内の「ホテルメルパルク名古屋」にて対面と Web 会議で開催した。 

理事(７名)、監事（２名）が出席のもと下記事項が理事長より報告され、出席者全員

に了承された。令和６年１０月２９日付で理事会議事録を作成した。 

 報告事項 

令和６年度上期の事業報告および収支状況報告の件 

 

１２．受賞者交歓会の開催に関する事項 

  理事長は、当財団の交流事業である「令和５年度受賞者講演・交歓会」を令和６年１０

月２９日に名古屋市内の「ホテルメルパルク名古屋」で開催することを決定し、令和６

年９月２日に受賞者および財団関係者に案内をして開催した。 

講演会は、前年度受賞者の【豊橋技術科学大学 次世代半導体・センサ科学研究所   

教授 高橋一浩 氏の「ナノメカニカル分子認識センサの研究開発」】と特別講演として 

【名古屋工業大学 学長 小畑 誠 氏の「名古屋工業大学と私」】にお話頂いた。 

  また、講演会後の交歓会では受賞者と財団関係者の間で活発な意見交換が行われた。 
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１３．「令和６年度後期公募（財団賞、奨励金、助成金）」に関する事項 

令和６年９月１日～１０月３１日までの２ヵ月間、当財団ウェブサイトにおいて公募

を行い、合計４４件の応募申請を受け付けた。 

（１）財団賞の申請・・・・・・・・・・・１５件 

（２）奨励金の申請・・・・・・・・・・・２０件 

（３）助成金の申請・・・・・・・・・・・９件 

 

１４.「選考委員会による審査および審議結果（後期公募）」に関する事項 

前項における令和６年度財団賞、奨励金、助成金の応募申請４４件につき選考委員全

員の査読審査を経た後、令和７年１月１７日に選考委員会を開催した。選考委員の審

議・審査の結果、以下の３８件が採択され、理事会に付議した。なお、同日付で、選

考委員長より審議・審査結果書の提出とともに選考委員会議事録が作成された。 

（１）財団賞 

学術賞に産業技術総合研究所・福島 学 氏をはじめ５件、技術賞に名古屋工業

大学・佐藤 尚 氏をはじめ２件、奨励賞に産業技術総合研究所・島田寛之 氏

をはじめ４件の計１１件を採択 

（２）奨励金 

     研究奨励金に名古屋大学・井改知幸 氏をはじめ９件、融合研究奨励金に名古屋

工業大学・林 幹大 氏をはじめ２件、素形材のデジタル化研究奨励金に名古屋

大学・崔 羿 氏をはじめ２件、カーボンニュートラル研究奨励金に名古屋大

学・王 謙 氏をはじめ５件の計１８件を採択 

（３）助成金 

国際交流助成金に名古屋工業大学・徳永透子 氏をはじめ２件、大学院生海外研

修助成金に名城大学・齊藤巧夢 氏の１件、大学院生国際会議発表支援助成金に

大同大学・瀬尾優揮 氏をはじめ２件、科学技術育成教育助成金に豊田工業高等

専門学校殿をはじめ２件、モノづくり実践支援助成金に名古屋大学宇宙開発チ

ーム NAFT 殿をはじめ２件の計９件を採択 

 

１５．「理事会」に関する事項 

  前項の選考委員会による令和６年度財団賞、奨励金、助成金の採択結果に基づき、定

款第３９条第２項および第３項に則り、令和７年１月２１日付にて各理事に対し選考

委員会審議結果の報告とともに本件の決定についての議案を提案、理事全員から原案

に対する同意書が提出されたため、添付資料に記載の交付対象者に助成することを令

和７年１月２８日付で承認可決した。なお、理事長は同日付で理事会議事録を作成し

た。 

  財団賞の交付金額は、学術賞１００万円／件、技術賞５０万円／件、奨励賞５０万円

／件の計８００万円。 

奨励金の交付金額は、研究奨励金５０万円／件、融合研究奨励金５０万円／件、素形

材のデジタル化研究奨励金５０万円／件、カーボンニュートラル研究奨励金５０万円

／件の計９００万円。 

助成金の交付金額は、国際交流助成金５０万円／件、大学院生海外研修助成金５０万

円／件、科学技術育成教育助成金７０万円／２件、モノづくり実践支援助成金４０万

円／件の計３４０万円。 

合計２,０４０万円の交付として決定した。 
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１６．「令和６年度後期助成金の交付」に関する事項 

令和７年１月２８日の理事会決議に基づき、令和６年度財団賞、奨励金、助成金交付

者に対し交付決定通知を行うとともに交付申請書の提出を求め、その申請に基づき各

交付者に助成金を交付することとした。 

 

１７．「令和６年度助成事業の実績等」に関する事項 

  当年度事業における財団賞、奨励金、助成金については、助成計画３,０００万円に対

し、総額３,０１０万円(６１件)の助成実績となった。 〔資料①-２〕 

 

１８．「令和６年度財団賞、奨励金、助成金の贈呈」に関する事項 

  本件については、令和７年１月２８日の理事会決議に基づき、令和６年度財団賞受

賞、奨励金、助成金の各受賞者に対し、令和７年１月３１日に決定を通知した。な

お、財団賞及び奨励金の贈呈式は令和７年３月４日に名古屋市内の「ホテルオークラ

レストラン名古屋」にて行った。 

 

１９．「理事会」に関する事項 

  本件は、令和７年３月４日に名古屋市内の「ホテルオークラレストラン名古屋」にて

開催し、下記事項についての報告および議案審議を行い承認可決された。また、理事

長は同日付で理事会議事録を作成した。 

報告事項 

 （１）令和６年度事業報告の件 

（２）令和６年度収支決算見込み報告の件 

決議事項 

第１号議案  令和７年度事業計画の件 

第２号議案  令和７年度収支予算の件 

第３号議案 令和６年度余剰金を基本財産へ繰入れる件 

 

 

 

以上 


